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2023.9.30 ⽇本⼦ども安全学会 第１０回⼤会 ⼦ども安全フォーラム
「全国の⼦どもたちにライジャケを︕」

ーこれまでの活動から⾒えてきたこと。ー

「⼦どもたちにライジャケを︕」
代表 森重裕⼆（ライジャケサンタ）
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学校⾏事で川に…。

3

⾃分の周りだけでは…。

4

事故から１１年…

5

「『ライフジャケット』を着⽤させる義務」
があるということ。
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2

「ライフジャケット」を準備する責任。

7

官⺠連携による仕組みづくり「⾹川モデル」

企業＆
個⼈ ⾏政

ライフジャケットの寄贈
ライフジャケットの
運⽤・管理

県内各地に学校等で活⽤できる
「ライフジャケット・レンタルステーション」の充実を⽬指している。

連♥携

8

「⾹川モデル」の最終⽬標

学校や園、⼦ども会などで、使いたい時にすぐにレンタルできるシステムづくり

「ライフジャケット着⽤体験」や⽔辺の安全教育の充実
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２０２０年〜
⾹川県教育委員会のレンタル。
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「開設初⽇、あっという間に８⽉上旬までの予約がびっ
しりと埋まりました。学校からのニーズはあると思ってい
ましたが、これほどまでとは思いませんでした。」

⾹川県教育委員会保健体育課
担当の先⽣より

「ライフジャケット」が準備されて初めて、
ニーズが⽣まれる。
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ＳＡＴＯＵＭＩ
レンタルステーション

県庁環境管理課・５０着

⾹川県内のレンタルステーション

アジサーキュラーパーク レンタルステーション
２０着

ライフジャケット
レンタルステーション

県教育委員会・２5０着

坂出市 まろっこ広場
ライフジャケットレンタルステーション

１２０着

「⼦どもたちにライジャケを︕」レンタルステーション
約１００着

ライフジャケットレンタルステーション
⾹川県内全市町
合計６００着

津⽥の松原・⼥⽊島海⽔浴場 レンタルステーション
⾹川ライフセービングクラブ・２０着
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送料を負担して借りる・・・︖

13 14

「ライフジャケット」教育の感想

15

16

⾜りないのは、「意識」なのか︖
「ライフジャケット」なのか︖

17

夏休みが始まるまでに、
⾹川だけでなく、他県でも…
かなりの動きがスタート。
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かなり動いてきたから、
世界は変わるかも…︕
と思った⽮先…。

19

⾃分の周りだけでは…。

20

取り組んだからこそ
⾒えてきた課題。

21

やればやるほど限界が…。

22

課題①
「ライフジャケットが⾜りない。」

23

⽔辺に連れていく時、
「ライフジャケット」を準備する義務。

⽔泳学習で「ライフジャケット」を
体験させる授業。
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5

まとまった数の「ライフジャケット」を
どうやって準備しますか︖

25

着けるべき･･･というけれど、
その「ライフジャケット」がない。

26

全国に…ならいくつ必要か︖
流通量も⾜りない。

27

課題②
「⾃治体が受け⼊れできない。」

28

⾹川の動きを全国に︕

29

たくさんの議員さんに
質問してもらったけれど…
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クラウドファンディングで全都道府県に
「ライフジャケット」を寄贈…。

31

受け⼊れてくれたのは…。

32

とにかく「もの」を揃えること。

33

課題③
「指導者が⾜りない。」

34 35

全⼒で協⼒すること。
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完璧な解決策を、
持ち合わせている⼈はいない。

37

⾃分の周りだけでは…。

38

⼀歩動いたら、必ず⼀歩動きます。
動いたことがつながります。
ぜひ各地で動きを︕

39

ニュースにならない。
何も起こらない。
笑って家に帰れる。

40

もう事故を起こさない。

41

思いはただ１つ…
⼦どもたちの命を守ること。
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